
車高測定位置

ﾌﾛﾝﾄA寸法 25mm   リヤA寸法 35 mm

参考車高は、当社開発車輌によるデータです。
車重、装備品、使用するタイヤサイズにより、車高、最低地上高
は異なりますので、必ず現車で計測し、最低地上高が保安基準に
適合するように調整して下さい。
（詳しくは所轄の陸運支局までお問い合わせ下さい。）

トヨタ クラウン

Toyota Safety Sense装着車(※以下TSS)において、車高が下がることによりTSSの誤作動が発生する可能性があります。

本製品を取付けたことによる誤作動については弊社は責任を負いかねますので、予めご了承下さい。

－25mm －30mm

190424

ARS220  2.0 RS  (H３０年６月～)

商品番号：４８００１-ＴＡＳ２２

ＡＶＳ(アダプティブ・バリアブル・サスペンション・システム)装着車に、本製品を装着した場合、ＡＶＳの機能が
使用不可となりますので、予めご了承下さい。
また、外したＡＶＳのカプラーは走行時に干渉の無い位置に固定し、防水処理等を行って下さい。
エラー（警告灯）等が表示された場合はディーラーにて点検して下さい。

クラウン 2.0RS (ARS220)

160 mm ～ 185 mm 

190 mm ～ 225 mm 

165 mm 

200 mm 

フロント

リヤ

上側ケースロックナット

下側ケースロックナット

アジャストケース

ショックアブソーバーの全長を調整する際、必ず下記Ｂ寸法の範囲内（調整限界ミゾが
ケースロックナットより上に出ない範囲）で行ってください。

範囲外に調整した状態で使用しますと、アジャストケースが
緩みやすくなり、ショックアブソーバーが車両から脱落する
など、重大事故につながる可能性があります。

リヤサスペンションはショックアブソーバーの
全長を調整しても車高は変化しません。

リヤサスペンションの車高調整はスプリング上部の車高調
整ネジスペーサーで行います。

リヤ　車高調整（車高調整ネジスペーサー）

①５～６ページのリヤサスペンション取り外し手順を参照し、
　車体よりスプリングとネジスペーサーを抜き取る。

②車高調整ネジスペーサーのロアシート、ロックナットを緩
　め、左右のＡ寸法を希望する数値に合わせて、確実に締
　め固定する。
　（Ａ寸法を大きくすると車高が上がり、小さくすると車高が
　下がります。）
③５～６ページのリヤサスペンション取り付け手順を参照し、
　車体にスプリングとネジスペーサーを取り付ける。
※スプリングシート及びロックナットの締め付けは、必ず専
　用のレンチ（ひっかけスパナ）を使用し、確実に締まった
状態にしてください。

フロント

リヤ

霧灯の照明部下縁の高さが地上250mm以上に
なるように調整してください。

クラウン 2.0RS (ARS220) -45 mm ～ 0mm-30 mm ～ 0 mm

7°25′±45′

-0°25′±45′ -1°25′±45′

0.0 ± 2.0 mm 2.0 ± 2.0 mm

225/45-18 225/45-18

8J-18  INSET 45

8J-18  INSET 45

トヨタ　クラウン 3BA-ARS220

2.0 RS

本製品は減衰調整を行う都合上、ショックロッドトップの寸法が純正よりも長い設計となっております。
取付の際に、カバー等の加工が必要となりますので、予めご了承下さい。 



LH

RH

取り外したサスペンションと取付部品は捨てないでください。

ﾘﾔｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞｰ取付調整ｶﾗｰ 4

取り付けが終わったら、保安基準に定められた最低地上高・方向指示器高さ・霧灯
照射部高さが確保されているか確認してください。
高さを確保できずに一般公道を走行すると法的処罰を受けます。

トランク内のフロアマット、リヤフロアフィニッ
シャー、トリムカバーを取り外す。
ショックアブソーバー上側の取付ナット３個
を取り外す。

サスペンションアームにジャッキをかける。
スタビリンクとサスペンションアームを接続しているナットを外し、スタビリンクをサス
ペンションアームから切り離す。
ショックアブソーバー下側のボルト・ナットを取り外し、ショックアブソーバー下側を
サスペンションアームから切り離す。
ジャッキを徐々に緩めていき、サスペンションアームからスプリングを取り外す。

ジャッキは除々に降ろしてください。急激に
降ろすと、スプリングが弾け飛びケガをする
可能性があります。

サスペンションアームボディ側の接続は緩めるだけで取り外しはしません。

ショックアブソーバーを車体から取り外す際は、
ブレーキホース及びＡＢＳセンサーハーネスに
無理な力がかかったり、切断したりしないように
注意してください。

サスペンションアームにジャッキをかけ、サスペンションに荷
重がかかった状態にて、スタビリンク、ショックアブソーバー
下側を規定トルクにて締め付ける。

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ａ：アームナックル接続側　１４５Ｎｍ（１４７９ｋｇｆ‐ｃｍ）
Ｂ：スタビリンク接続部　７０Ｎｍ（７１４ｋｇｆ‐ｃｍ）
Ｃ：アームボディ接続側　１５０Ｎｍ（１５３０ｋｇｆ‐ｃｍ）

アッパーコントロールアームにハイトコントロール
センサーを取り付ける。

指定トルク　８．０Ｎｍ（８２ｋｇｆ‐ｃｍ）



※イラストと実際の形状は異なる場合があります。あらかじめご了承ください。

フロント / リヤ共に、取り外しの手順で左右
を取り外してから、サスペンションキットの
取り付けを行って下さい。

              締めきり(0段)での使用は破損の原因となり
              ますので、使用しないでください。減衰力

は1～40段の範囲で調整出来ます。構造上40段以上に戻りま
すが、破損の原因となりますので必ず1～40段の範囲で調整
してください。

ショックアブソーバー頂部にあるダイヤルを回して調整します。

右に回していき、止まった所が0段です。この位置が段数を確認

する基準となり、左に戻したクリックの回数が段数になります。

              左右のショックアブソーバーの減衰力は
　　　　　　　必ず合わせてご使用ください。事故等に

つながる恐れがあります。

この部分に工具をかけないでください。

              ショックアブソーバーの破損の
　　　　　　　原因となりますので、左図内の

矢印部分には絶対に工具をかけないでください。

減衰力調整の仕方

減衰力調整ダイヤル上面

ＡＶＳ装着車は、ショックアブソーバーよりナット
とコネクターを外し、パーキングブレーキワイヤ
を切り離す。
※外したコネクターは干渉しない位置に固定を
行うこと。

アッパーコントロールアームより、ハイトコント
ロールセンサーを切り離す。

ショックアブソーバーを車体に取り付け、トラ
ンク内のショックアブソーバー上側取付ナット
３個を指定のトルクで締め付ける。

指定トルク　46.6Ｎｍ（47５ｋｇｆ-ｃｍ）

スプリングの上に、構成パーツ内の車高調整
ネジスペーサーを左右のＡ寸法を合わせた
状態で乗せ、純正のゴムスプリングアッパー
シート、スプリングロアシートを取り付け、サス
ペンションアームに組付ける。

車体に取り付けた状態での車高調整はでき
ません。必ず取り付ける前に左右のＡ寸法を
合わせてください。

クリックツール 

スラストシート 

ショックアブソーバー 

アジャストケース 

スプリング 

ナット 

ケースロックナット 

ロックナット 

ワッシャー 

ブッシュ 

アッパーマウント 

シャフト 

スプリングシート 

ブッシュ 

ラバーシートブーツ 

ワッシャー 

バンプラバー 

WCカラー 

(指定トルク=50Nm) 
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WCカラー 

バンプラバー 

ブッシュカラー 

(締付トルク25Nm) 



サスペンションアームの下にジャッキをあて、 
スタビリンクを取り外す。 
ＡＶＳ装着車はボディ側コネクターを外し、シ 
ョックアブソーバーのナットを取り外し、切り 
離す。 

ショックアブソーバーよりスキッドコントロール
センサーを取り外す。 
ショックアブソーバー下側のボルト・ナットを 
取り外す。 

エンジンルーム内のカバーを取り外す。
エンジンルーム内のショックアブソーバー上側取付ナット
３個を取り外し、ショックアブソーバーを車体から抜き取る。

サスペンションキットを車体に取り付け、エン 
ジンルーム内のショックアブソーバー取付 
ナット３個を指定のトルクで締付ける。 

指定トルク：４４Ｎｍ（４４９ｋｇｆ-ｃｍ） 

サスペンションアームの下にジャッキをあて、 

バー下側のボルトを車両後方より挿入し指
定トルクにて、締付ける。
　指定トルク：１０８Ｎｍ（１１０１ｋｇｆ-ｃｍ） 
サスペンションアームにスタビリンクを指定 
トルクにて締付ける。 
　指定トルク：１２５Ｎｍ（１２７５ｋｇｆ-ｃｍ） 

ステアリングナックルより、アッパーアーム２本を切り
離す。

ステアリングナックルにアッパーアーム２本を接続し、
指定トルクで締め付けを行い、クリップを取り付ける。
　指定トルク：６０Ｎｍ（６１２ｋｇｆ－ｃｍ）

アジャストケースにスキッドコントロールセンサー
を取り付ける。
　指定トルク：８．５Ｎｍ（８７ｋｇｆ‐ｃｍ）

切り離した配線は防水処理を行い、走行時
に干渉しない位置に固定して下さい。

※本サスキットを装着すると、
エンジンルーム内のアッパー
上のカバー裏面の一部が干渉
します。
上記斜線部をカットしてご使用
下さい。

              締めきり(0段)での使用は破損の原因となり
              ますので、使用しないでください。減衰力

は1～40段の範囲で調整出来ます。構造上40段以上に戻りま
すが、破損の原因となりますので必ず1～40段の範囲で調整
してください。

ショックアブソーバー頂部にあるダイヤルを回して調整します。

右に回していき、止まった所が0段です。この位置が段数を確認

する基準となり、左に戻したクリックの回数が段数になります。

              左右のショックアブソーバーの減衰力は
　　　　　　　必ず合わせてご使用ください。事故等に

つながる恐れがあります。

この部分に工具をかけないでください。

              ショックアブソーバーの破損の
　　　　　　　原因となりますので、左図内の

矢印部分には絶対に工具をかけないでください。

減衰力調整の仕方

減衰力調整ダイヤル上面

サスペンションアームは急激に落下する可能性があります。
必ずジャッキを当て、サスペンションアームを支えて下さい。

ナットは一度に全部外さずに徐々に緩めてください。手で回せ
るまでナットが緩んだら、サスペンションユニットを手で抑えな
がらナットを外してください。

ショックアブソーバー本体を車体より取り外す際は、ブレーキ
ホース及びＡＢＳセンサーハーネス等に無理な力がかかったり
切断したりしないようにご注意ください。

車重がかかった状態にて、ショックアブソー


